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日本生命保険相互会社 

 

 

2019年度第 3四半期報告におけるのれんの減損損失の計上について 

 

 

日本生命保険相互会社（社長：清水博、以下「当社」）は、当社の連結子会社である MLC Limited

（以下「MLC」）ののれんについて、2019年度第 3四半期報告において、減損損失を計上する

ことといたしました。 

 

2019 年 12 月 20 日に発表いたしました「MLC Limited の増資について」において言及    

いたしましたとおり、MLC においては、主力商品の一つとしている所得補償保険の支払   

増加等を背景に、収支が悪化している状況です。こうした状況を改善するため、MLC にて  

所得補償保険の改定や事業の効率化をはじめとした事業計画の見直しを進めております。 

ただし、業績回復には一定の時間を要する一方で、会計上は保守的な処理を行うことが原則

であるため、のれんの減損損失 298億円を計上することといたしました。 

 

当社としては、既に MLCの収益性と健全性の強化に向けて増資を引受けており、今後も MLC

とともに業績回復に努めてまいります。 

以 上 
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